
平成２９年度 公益財団法人大分県体育協会第４回理事会 

日 時：平成３０年３月２０日（火）１３：３０～ 

会 場：大 分 県 医 師 会 館 「 研 修 室 Ⅱ 」 

理   事 

出 席 者  工藤 利明  麻生 益直  井上 倫明  安部  亮  安部 省祐   

( ２４名 )  大場 俊二    櫻井 康弘  詫摩 英明  土谷 忠昭  牧  和志   

松本 悠輝  蓑田 智通  穴井 俊一  阿部 俊二  阿部 昭一 

今冨 寛二  衛藤  賢  小幡 龍也  桑野桂一郎  佐藤 彰倫   

白水 厚二  樋口 紅史  山崎 隆典  渡邉 美穂   

欠 席 者  広瀬 勝貞  上野 浩光  永田 佳也  梅田 智行  廣瀬 宏一   

( ５ 名 )    

監   事 

出 席 者  鍵矢 栄典  工藤 哲郎  矢部 正秋 

( ３ 名 ) 

参   与   

欠 席 者  津田 元英 

( １ 名 )  

資 格 確 認 伊藤総務部長が出席者２４名で、本会定款第３６条に従い、定数の過半数の出席者であるため

本会が成立することを報告した。 

１ 開会のことば   

伊藤総務部長が開会のことばを述べた。 

２ あいさつ  

公益財団法人大分県体育協会副会長 工藤利明大分県教育長があいさつを行った。 

 会長の広瀬知事が他の公務のため出席がかないませんので、代わりまして挨拶をさせていただきま

す。 

本日は、第４回理事会を開催しましたところ、理事の皆様方には、年度末の何かと御多用な中、御

出席をいただき誠にありがとうございます。 

また、この１年間、本県スポーツの振興並びに本会の諸事業の推進に格別の御支援と御協力を賜り

厚く御礼を申し上げます。お陰をもちまして、本年度も多くの事業において一定の成果を上げて年度

末を迎えることができたと思っております。 

本年度を振り返ってみますと、まず、第７２回国民体育大会での「チーム大分」の成績は、「天皇杯

順位第２５位」という結果でありました。これをステップとし、本年度の第７３回国民体育大会に向



けては、２年越しの目標である「１０位台復活」を何としても達成しなければなりません。愛媛国体

終了後から既に強化を進めておりますが、各競技団体や関係機関と一層連携し、強化策を検証しなが

ら更なる競技力の向上に取り組んでいきたいと考えております。 

次にスポーツ少年団事業では、全国的に団員の減少傾向が続く中、本県は３年連続で増加しており、

団数も８年ぶりに増加となりました。今後もスポ－ツ少年団活動の魅力向上を図り、団員の加入促進

に向けた取り組みを進めてまいりたいと思います。 

総合型地域スポーツクラブでは、本年度新たに２つのクラブが創設され、現在４４のクラブで１万

７千人の会員がそれぞれの地域で活動しております。今後も県教育委員会・おおいた広域スポーツセ

ンターと連携し、地域スポーツの振興を図ってまいりたいと考えております。 

来年度も、本県スポーツの一層の振興・発展に向け、諸事業を推進してまいりたいと考えておりま

すので、引き続き理事の皆様方の御支援・御協力をお願い申し上げます。 

結びに、本日は、平成３０年度の「運営方針並びに専門委員会基本方針」、「事業計画」、「収支予算」

などを御審議していただくことになっております。 

十分な御審議をいただきますようお願い申し上げまして、あいさつといたします。 

議 長 選 出 本会理事会定款３５条より、工藤副会長に議長をお願いした。 

          以降は、工藤議長による進行。 

３ 報告事項 

   （１）平成２９年度事業報告について 

   （２）第７３回国民体育大会冬季大会成績について 

   （３）各種大会成績について 

   （４）スポーツ少年団について 

   （５）賛助会員加入状況について 

以下、佐保事務局長の説明。 

それでは、最初に（１）平成２９年度事業報告について説明いたします。レジュメ２ページをお開

きください。 

事業報告につきましては、本年１月１２日開催の第３回理事会以降の事業について記載しています。

主な事業について説明させていただきます。 

№７、１月２６日、公益財団法人大分県体育協会表彰式を執り行いました。表彰の内容は記載の通

りで、本年度も多くの方々を表彰することができました。来年度もより多くの方々を表彰したいと考

えておりますので、本会諸事業の一層の推進はもとより、被表彰者の推薦について関係機関等に積極

的に働きかけていきたいと思います。 

№９、１月２８日から２月１日にかけて第７３回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会が神

奈川県横浜市で、スケート競技会が山梨県甲府市で開催されました。また、３ページの№１６にござ

いますが、スキー競技会が２月２６日から２８日にかけて、新潟県妙高市で開催されました。成績に

つきましては、後ほど報告いたします。 

№１１、２月１１日、第２６回大分県スポーツ少年団駅伝交流大会を大分スポーツ公園で開催しま

した。だいぎんドームの改修工事に伴い、昨年よりコースを変更しての開催となりました。今回も、

より多くの子ども達が参加できるよう「オープンの部」を設けたことから、過去最高となる１３５団

が参加いたしました。この大会は本県のスポーツ少年団活動において、本県独自で開催している事業

で、関係者には非常に好評を得ているものでございます。今後も更に参加団が増え、充実した大会と

なるよう、内容について検討してまいりたいと考えております。 



最後に、本会内に設置しています専門委員会等の開催についてですが、３ページ、№１４、２月２

１日、競技力向上委員会、№２０、３月１日、第２回スポーツ医科学委員会、№２１、３月８日、大

分県スポーツ少年団常任委員会を開催いたしました。それぞれの専門委員会等において審議いたしま

した、それぞれの基本方針、平成３０年度重点的取組等について、後ほど議事の中で提案させていた

だく予定としております。 

事業報告につきましては以上でございます。 

    次に、（２）第７３回国民体育大会冬季大会成績について説明します。４ページをお開きください。 

最初に、アイスホッケー競技でございますが、本年の１月２８日に神奈川県横浜市で開催されました。

本県は１回戦で本年の第７３回国体開催県である福井県と対戦し、健闘しましたが、２対１４で敗退

しました。 

スケート競技ショートトラック種目でございますが、本年の１月３１日から２月１日にかけて、山

梨県甲府市で開催されました。一昨年から出場している本県出身で福岡大学の佐藤陽太郎選手が今回

も引き続き出場いたしました。佐藤選手は大学入学後からスケートを始め、トレーニングを積みまし

て、出場資格であるバッジテストＢ級を昨年取得しての出場です。結果は５００ｍ・１０００ｍとも

に残念ながら予選敗退でしたが、確実に昨年を上回るスケーティングでございました。 

次に、スキー競技のジャイアントスラローム種目とクロスカントリー種目についてですが、２月２

６日から２８日にかけて、新潟県妙高市で開催されました。本県からジャイアントスラロームに９名、

クロスカントリーに１名の計１０名が出場し、結果は御覧のとおり、残念ながら入賞には至りません

でした。 

出場した冬季競技は厳しい練習環境の中、できる限りの準備をして、大会に臨んでいただきました。

結果は厳しいものではありますが、出場した選手は、復活を期す｢チーム大分」の先陣として、精一杯

戦っていただきました。 

第７３回国民体育大会冬季大会成績については以上でございます。 

    次に、（３）各種大会成績について説明いたします。５ページでございます。１月１０日から３月

１９日までの成績で、中学生は全国大会ベスト８以上、社会人・高校生は九州大会ベスト４以上・全

国大会ベスト８以上を掲載しています。優勝数は２８でございました。本日は他の議事もありますこ

とから、資料の提供を以って報告とさせていただきます。 

次に、（４）スポーツ少年団について説明いたします。１０ページをお開きください。 

平成２９年度登録状況前年度比較表でございます。日体協への登録は昨年９月３０日で終了してい

ますが、この資料は日体協締切後、２月２０日までに大分県への追加登録があった実数も加えており

ます。まず、団数については昨年度５８０団の登録に対しまして、本年度５８８団で、８団の増加と

なっています。これは、８年ぶりの増加でございます。 

次に指導者数です。前年度２千５８４名に対しまして、本年度 ２千６００名で、１６名の増加と

なりました。 

次に団員数です。前年度１万１千８１５名に対しまして、本年度１万１千９７１名で、１５６名の

増加となっています。団員の増加については、３年連続の増加でございます。 

１１ページをお開きください。日本スポーツ少年団登録数一覧でございます。網掛けが大分県です

が、一番右の前年度比の数字を見ていただくと、多くの県でマイナスとなっていることがわかります。

なお、増加数の数字が１０ページと違うのは、集計の年月日が違うことによるものです。 

それでは、本日は大分県スポーツ少年団本部長の牧和志常務理事が御出席ですので、牧常務理事か

ら登録数増加の要因等につきまして御説明いただけたらと存じます。牧常務理事お願いいたします。 



牧 和志 常務理事 

 スポーツ少年団について補足をいたします。先ほどの工藤副会長のご挨拶にもあった通り、大分

県の登録団数は８年ぶり、団員数は３年連続で増となっております。少子化・生活環境の変化等に

よって全国的に団員数が減少する中、大分県は増加しております。これは市町村本部や競技団体が

連携して特色ある活動をおこなっていることが１つの要因だと考えられます。駅伝交流大会などス

ポーツ少年団独自の活動をおこなうことで団員数の増加を目指してきた結果です。 

 また、子どもも保護者も楽しい団運営を行っているということもありますし、幼稚園・保育園に

も声をかけて底辺の拡大もおこなっている団もあるということです。以上です。 

ありがとうございました。事務局といたしましても、今後もなお一層市町村と密接な連携を図り

ながら登録促進に努めたいと考えています。 

スポーツ少年団については以上でございます。 

次に、（５）賛助会員加入状況について説明いたします。１２ページでございます。 

本年度の賛助会員加入状況を昨年度との比較で示しています。３１６日時点での本年度の賛助会

費総額は表の下にございますように、３７５万５千円で、前年度比２万円の減でございます。内訳

は、上段にございます法人会員が本年度は７５件２２０万円で前年度比、件数で８件減、金額で１

６万円の減でございました。下段の個人会員は、本年度１８７件１５５万５千円で前年度比、件数

で３４件の増、金額で１４万円の増でございました。 

本会の財政状況につきましては、これまで厳しい状況がつづき、今後の安定的な財政基盤の確立

に向けて、賛助会員の拡充は喫緊の課題でもございます。来年度に向けましては、４００万円を目

標にして、賛助会員制度への協力依頼を積極的に行ってまいりたいと考えております。理事の皆様

方には、御自身の所属団体への働きかけなどについて、引き続き御協力を賜りますようお願い申し

上げます。 

以上で報告事項の（１）から（５）の説明を終わります。 

                    《質疑応答無し》 

４ 議事 

   以下の議事について、佐保事務局長より説明した。 

   議案１ 平成３０年度運営方針及び専門委員会基本方針について 

   議案２ 平成３０年度事業計画について 

   議案３ 平成３０年度収支予算について 

   議案４ 中期経営計画について 



【議案１ 平成３０年度運営方針及び専門委員会基本方針について】 

それでは１３ページをお開きください。まず、大分県体育協会運営方針でございます。「ねらい」、

「基本方針」は本年度から変更点はございませんので、読み上げて説明とさせていただきます。 

「ねらい」、スポーツを振興し、県民の体力向上とスポーツ精神の養成を通じた心身の健全な発展

を図る。 

「基本方針」、１、スポーツの普及・振興事業の充実。２、競技力向上対策の計画的推進。３、財

政基盤の確立。４、加盟団体の組織の充実と活動促進。５、指導者の養成と指導者組織の充実・強化。 

６、スポーツ少年団活動の推進と組織の充実。７、スポーツ医科学に関する研究推進と関連機関との

連携強化。８、国際交流活動の推進。９、広報活動の充実。１０、本県スポーツの振興に顕著な功績

を挙げた個人・団体の顕彰。１１、関係機関・団体との連携強化。１２、総合型地域スポーツクラブ

の創設・育成の推進。でございます。 

次に、平成３０年重点的取組でございます。来年度に向けましては、特に２点をあげさせていただ

きたいと考えております。 

まず１点目は、「第７３回国民体育大会での目標達成に向けた競技力向上対策の推進」でございま

す。第７２回愛媛国体をステップとして、第７３回福井国体において「チーム大分」の復活を果たす

ことが来年度の最も重要な取り組みとなります。本会は「基本方針」にございますように多岐にわた

ってスポーツの振興に取り組んでいますが、特に、国体での「チーム大分」の活躍は県民の関心も高

く、本県におけるスポーツ振興の推進力ともいうべき国体での「チーム大分」の活躍は、今後の本県

のスポーツの振興にとって非常に重要な役割を持つことから、重点的取組とさせていただきました。 

２点目ですが、財政基盤の確立と財務体制の強化でございます。本会は公益法人移行後、毎年赤字

決算の状況が続いており、安定的な収入の確保と支出の削減が求められています。議案４で説明いた

しますが、本年度は、加盟団体分担金の増額等により、黒字決算となる見込みです。赤字解消の見通

しは立ちましたが、安定的な法人経営は課題として残っています。このようなことから、来年度も本

会の課題と位置づけまして、項目に上げさせていただきました。 

次に、本会内の専門委員会の基本方針につきまして説明いたします。１４ページをお開きください。

競技力向上委員会基本方針でございます。「ねらい」・「基本方針」につきましては、本年度から変

更点はございませんので、説明は省略させていただきます。 

次に、「平成３０年度重点的取組」でございます。 

１つ目は、「大分県競技力向上対策本部と連携し、第７３回国民体育大会において活躍が期待され

る競技の重点強化を図る」でございます。第７３回福井国体において「チーム大分」の復活を果たす

ことが来年度の最も重要な取り組みであることから、重点的取組として挙げているところです。 

２つ目は、「スポーツ医科学の積極的な活用を図る」でございます。本会のスポーツ医科学委員会

では、組織改編により、本年度より新たな体制でスタートしており、メディカル・サポート部会、研

修部会の専門部会を設けまして、競技力向上に向けて様々な角度から新しい取組を始めたところでご

ざいます。この取組をさらに発展させていくことが重要なことから、重点的取組として挙げました。 

１５ページをお開きください。次に、第７３回国民体育大会の目標等について説明いたします。 

まず、１の目標でございますが、昨年は、２年越しで１０位台を目指すことを前提に、第７２回国

民体育大会の目標を「２０位台上位」と提案させていただきました。これを踏まえ、平成３０年の第

７３回福井国体での目標を「１０位台」としたいと考えております。 

目標順位を達成するための得点ですが、過去には１０００点を目標にしていました。しかしながら、

参考資料にある過去５年間の天皇杯順位第１６から２０位の得点推移表の平均値をみると、１０００

点では足りない状況となっています。よって競技得点６５０点に参加点４００点を加えた 「１０５

０点」を目標得点として提案させていただきたいと思います。 

なお、下段には、国体開催県における開催後の順位変動表を掲載しておりますので、本県の状況を

ご確認いただければと思います。 



次に２のスローガンでございます。「チーム大分」は第７１回岩手国体の結果を受け、「第７２回

愛媛国体をステップに第７３回福井国体で１０位台へ復活」という流れで進んでいます。本年度の愛

媛国体で復活を果たした訳ではございませんので、スローガンについては本年度から変更せず、復活

～ネバーギブアップ～を継続したいと考えております。 

１６ページをお開きください。平成３０年度スポーツ大分パワーアップ事業について説明いたしま

す。 

この事業は、先程の基本方針、平成３０年度重点的取組、第７３回国体の目標等を受けまして、具

体的な強化を実施する事業でございます。 

１の趣旨を御覧ください。本県選手が国民体育大会をはじめとする各種大会やオリンピックなどの

国際大会で活躍することができるよう、競技団体や学校等と連携した選手強化を図る。また、スポー

ツ医科学を活用したサポート体制の充実や、指導者の資質の向上を図り、効果的な競技力向上対策を

推進するとなっています。 

事業内容につきましては、両カッコの数字で示しております、（１）「拠点等強化対策」、（２）

「国体サポート対策」、（３）「スポーツ医科学の活用支援」、（４）「優秀指導者育成対策」、（５）

「スポーツ大分基盤整備」の５つの柱立てで構成しています。 

（１）拠点等強化対策につきましては、本年度予算は全事業予算の約６５％と、この事業の中で最

もウエイトの大きな事業でございます。内容は、①の拠点強化対策と、②個人強化対策、③特別強化

対策となっており、本年度からの変更はございません。 

①の拠点強化対策についてですが、昨年度から短期戦略による強化方針に沿って、重点強化競技の

日常の強化拠点を効果的に強化、また、強化費を重点的に配分するという観点から、指定ランクを「最

重点」、「重点」、「育成」の３ランクとし、それに伴い、指定費を最重点８０万円、重点５０万円、

育成１０万円としております。 

１７ページをお開きください。平成３０年度強化指定（案）でございます。指定の仕方については、

指定種別を明確化することにより、指定の趣旨の徹底を図るという観点から、男女別の指定としてお

ります。 

競技ごとの指定数は、少年は原則男女それぞれ２校で、直近の県大会等で上位２校を指定しました。

なお、個人競技については例外として複数校指定しています。指定ランクの根拠は、重点強化競技で

あり、本年度の実績等から分析される来年度活躍見込みが高い順にランク付けしています。 

成年の指定は、実態に応じた指定数として、指定ランクの根拠は少年と同様でございます。 

レジュメ１６ページにお戻りください。②の個人強化対策ですが内容の一部を変更しています。本

年度は、２０２０年の東京オリンピックに向けた強化を図るため、大分県競技力向上対策本部が指定

する選手を対象に連携して支援を行ってまいりましたが、オリンピックが近づいたことにより、来年

度の指定選手が本年度の５６人から１１人に絞り込まれました。これを踏まえ、１１人の指定選手に

加え、本県在住または本県出身選手で、全国トップレベルの競技力を有する選手や、将来日本代表と

しての資質を有する少年選手を指定して、その活動を支援するものでございます。 

１８ページをお開きください。平成３０年度強化指定個人（案）でございます。指定ランクは３ラ

ンクで、指定費については、本年の申請方式から交付に変更したいと考えております。 

その他の事業内容につきましては、本年度からの変更点はございません。 

次に、１９ページをお開きください。スポーツ医科学委員会基本方針でございます。「ねらい」、

「基本方針」につきましては本年度から変更点はございませんので、説明は割愛させていただきます。 

以上でございます。次に、「平成３０年度重点的取組」につきまして説明いたします。 

まず、１つ目は、第７３回国民体育大会での目標達成に向け、競技団体とドクター・トレーナー等

との連携をより一層図り、本県選手をサポートする、でございます。 

本委員会では、「ねらい」にございます通り、県民のスポーツ振興に寄与することがねらいですが、

とりわけ、競技力の向上、特に、国民体育大会に向けた「チーム大分」のサポートにこれまで重点的

に取り組んでいただいております。今後、各競技団体内でのスポーツ医科学の浸透を図るためには、

より一層、競技団体との連携を推進する必要があると考え提案させていただきました。 



次に、２のスポーツ医科学委員会各専門部会の活動を推進し、医科学における諸問題の解決を図る、

でございます。本委員会は本年組織改編を行い各専門部会も新たなスタートを切ったばかりでござい

ます。来年度に向けましては、新たな体制を機能させ、専門部会のより一層充実した活動を目指して

いく必要があると考え、この項目を上げさせていただきました。 

次に２０ページの大分県スポーツ少年団運営方針でございます。「ねらい」、「基本方針」につき

ましては本年度から変更点はございませんので、説明は割愛させていただきます。 

平成３０年度重点的取組でございます。まず、（１）の県内市町村少年団本部及び各競技団体との

連携を密にし、少年団登録の促進に努める、でございます。本県では３年連続で登録数が増えている

ことから、市町村や競技団体との連携を一層強化し、引き続き登録数を増やしていく取組が必要と考

え、項目としてあげました。 

次に、（２）の本県で開催する「第５０回九州ブロックスポーツ少年大会」が充実した大会となる

よう、指導者・リーダー・関係者等と連携を図り、計画・実行する、でございます。九州各県輪番で

開催され、平成３０年度は本県が担当県となることから、指導者・リーダー・関係者等と連携を図り、

大会の成功に向け取り組んでいきたいと考え、項目としてあげました。 

次に、（３）本県で開催する「第１６回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会」の成功に向け、

関係機関との連携を図り、計画･実行する、でございます。本県において全国規模の競技別大会が開催

されるのは、平成７年の卓球大会以来２３年ぶりとなることから、日本体育協会、開催市となる別府

市・大分市、県バレーボール協会等、関係機関と連携し、大会の成功に向け取り組んでいきたいと考

え、項目としてあげました。 

以上でございます。御審議をお願いいたします。 

《質疑応答無し。工藤議長が議案１について理事へ諮ったところ全会一致で承認された。》 

【議案２ 平成３０年度事業計画について】 

    それでは、２１ページをお開きください。平成３０年度事業計画（案）でございます。御覧の通り

事業が多岐にわたっていますので、抜粋して説明いたします。 

１の本協会理事会・評議員会ですが、本年度が理事の改選期でございましたので、平成３０年度は

改選期ではございません。評議員会を３回、理事会を４回予定しております。なお、本会理事会規程

第７条により、人事異動等に伴う改選の手続きにおいて、書面で決議をお願いする場合もございます

ので御協力くださいますようお願いいたします。 

３は、国民体育大会及び九州ブロック大会関係です。第３８回九州ブロック大会は鹿児島県、第７

３回国民体育大会本大会は福井県、第７４回国民体育大会冬季大会はスケート・アイスホッケー・ス

キー競技ともに北海道となっています。 

４は、国体及び九州ブロック大会関係の諸会議等です。県代表団の結団壮行式及び監督・主将会議

等は９月２０日に開催の予定でございます。 

６の関係専門委員会等の会議並びに事業ですが、②のスポーツ医科学委員会関係では、一昨年度か

ら新たに取り組みを始めました「加盟競技団体スポーツ医科学担当者連絡協議会」を平成３０年度も

引き続き６月と１２月に開催する予定としております。この会は、各競技団体間でスポーツ医科学に

関する情報を共有しながら、スポーツ医科学関係者との連携を図ることを目的として開催するもので

ございます。 



２２ページを御覧ください。③スポーツ少年団関係ですが、先ほどスポーツ少年団の重点的取組で

あげました、第５０回九州ブロックスポーツ少年大会は、２００名の参加で８月２日から５日までの

４日間、のつはる少年自然の家で、第１６回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会は、８７０名

の参加で、平成３１年３月２８日から３１日までの４日間、別府市総合体育館、県立総合体育館、コ

ンパルホールを会場とし開催する予定です。 

７のその他の本会主催会議の加盟競技団体ガバナンス研修会は、１１月１０日に開催する予定とし

ています。この研修会は一昨年度から開始した研修会で、初年度は加盟競技団体理事長・事務局長を、

昨年度は強化指定団体の指導者を、本年度はスポーツ少年団関係者を対象として開催いたしました。

競技団体や部活動において、社会から信頼される組織運営は、スポーツ振興を図る上での最重要課題

でございます。来年度は再度、加盟競技団体理事長・事務局長を対象として、内容を検討しながら開

催したいと考えています。 

９の表彰関係事業ですが、本県のスポーツ振興を図る上で、表彰というのは非常に重要な事業でご

ざいます。より多くの方々を表彰できるように、被表彰者の積極的な推薦につきまして、関係機関に

働きかけてまいりたいと思います。 

１２のその他の①広瀬会長と競技団体との懇談会につきましては、例年どおりの６月上旬で調整し

ています。 

以上でございますが、説明した以外の事業につきましては、本年度から大きな変更はございません。

期日等、後刻御確認いただきたいと思います。 

事業計画については以上でございます。御審議お願いいたします。 

《質疑応答無し。工藤議長が議案２について理事へ諮ったところ全会一致で承認された。》 

【議案３ 平成３０年度収支予算について】 

    それでは説明いたします。２３ページからでございます。 

現在、県議会において平成３０年度予算案について審議中でございますので、本日提示する予算案

のうち、県からの補助金につきましては、県議会の議決を前提として提案するものでございます。 

本会では会計を「大分県スポーツ振興事業」、「大分県スポーツ少年団事業」、「大分県スポーツ

普及・表彰事業」の３つの事業に振り分けております。それに加えまして、事務局運営に関する「法

人会計」の、合計４つの会計によって平成３０年度の収支予算（案）を編成しています。 

２４ページ以降に各会計ごとの収支予算（案）を示していますが、２３ページの次に挟み込んでい

ます、Ａ３の概要版を使って説明させていただきます。恐れ入りますが、レジュメの方向を変えてい

ただきまして、概要版を御覧ください。 

表の見方ですが、表の上段が経常収益、いわゆる収入の部です。これらの収入を各会計に振り分け

ています。振り分けの詳細は各事業ごとの収支予算書に記載してございます。下段の経常費用が支出

の部、収支の差額が３の当期経常増減額となっています。また、一番下のローマ数字Ⅲの正味財産期

末残高は、予算通り執行した場合の本会の財産残高を示しています。また、前年度予算額は本年１月

に補正予算を編成いたしましたので、その補正予算額を記載してございます。なお、表の右の小さな

数字は行数です。 

まず、１の経常収益から説明いたします。 

４行目、受取会費予算額は前年度比９万５千円増額の２千７９万１千円でございます。これは、９行

目、スポーツ少年団登録料の予算額を登録者数が増えたことにより増額したことによるものでござい



ます。 

次に、１１行目、受取補助金等でございますが、予算額は前年度比６千５７０万５千３６８円増額

の２億６千９２１万８千円でございます。これは、国体開催地が愛媛県から福井県へ、九州ブロック

大会開催地が長崎県から鹿児島県への変更や本年度実績による増額でございます。 

次に、１６行目、受取民間補助金でございますが、予算額は前年度比９９万３千２百円増額の４６

４万５千円でございます。これは、本年度本県で開催したブロック競技別交流大会、ブロックリーダ

ー研究大会が他県開催となること、来年度、九州ブロック指導者研究協議会・九州ブロック会議・九

州ブロック少年大会が本県での開催となること、全国大会開催地の変更や大会参加人数の変更による

ものでございます。 

次に、２５行目、受託収益でございますが、予算額は前年度比３１万１千円増額の１０１万円でご

ざいます。これは、講習会の開催数増によるものです。 

次に、３１行目、受取負担金でございますが、予算額は前年度比１１０万３６４円増額の３２０万

８千円でございます。これも、受取民間補助金同様、各種大会の開催地の変更や、参加者数の増減に

よるものでございます。 

次に４２行目、受取寄付金でございますが、予算額は前年度比１０万８４０円増額の７２６万とな

っています。これは、スポーツ振興協力金、いわゆるゴルフ募金の本年度実績見込みによるものでご

ざいます。 

４９行目、雑収益でございますが、予算額は前年度比６万８千円減額の１５３万円でございます。

これは、本年度実績によるものでございます。 

したがいまして、５２行目、経常収益計は、前年度比６千６２７万９千７７２円増額の、３億９６

２万２千円でございます。 

次に、５３行目以降の２の経常費用を説明いたします。 

５４行目、大分県スポーツ振興事業予算額は、前年度比６千５６７万３千３６８円増額の２億６千

４７２万６千円でございます。これは、６３行目の国民体育大会、６４行目の九州ブロック大会開催

県の変更によるものでございます。なお、５６行目、選手強化補助ですが、この項目は、競技力向上

対策事業である「スポーツ大分パワーアップ事業」でございまして、総額は１億１千万円で変わりま

せんが、内容は実態に応じて増減させています。 

６５行目、大分県スポーツ少年団事業予算額は、前年度比３４５万９千０２４円増額の１千２１９

万１千円でございます。これは、来年度本県で開催する大会費の増や各種大会の会場地の変更、参加

者数の増減によるものでございます。 

７２行目、大分県スポーツ普及・表彰事業予算額は、前年度比１５万８千５０５円増額の４８９万

７千円でございます。これは、本年度実績によるものでございます。 

７８行目、※印の上記３事業の事業管理費ですが、この事業管理費は上記３事業に関係する人件費、

通信運搬費等を合わせてここに計上してございます。予算額は前年度比５千１９５円増額の２千１５

０万６千円となっています。また、８０行目、法人会計の管理費ですが、前年度比１万３千３３８円

減額の６３０万２千円となっています。 

したがいまして、８１行目、経常費用計は、前年度比６千９２８万２千７５４円増額の、３億９６

２万２千円でございます。 

次に、８２行目、３の当期経常増減額でございますが、４つそれぞれの事業の収支差額合計は、８

７行目、前年度比１００万２千９８２円減額の０円でございます。 

９１行目、正味財産期末残高は、予算通り執行した場合の本会の財産残高を示していますが、前年

度比６６万円減額の、３千４３８万４千３１５円となっています。 

本年度同様、収支０予算の編成となっております。以上で平成３０年度予算案の説明を終わります。

御審議お願いいたします。 

《質疑応答無し。工藤議長が議案３について理事へ諮ったところ全会一致で承認された。》 



【議案４ 中期経営計画について】 

    それでは中期経営計画について御説明いたします。レジュメの２８ページをお開きください。 

県は、県が関与する公社等外郭団体に対し、行財政改革プランの一貫として団体の経営状況の方針

を確認するため中期経営計画を策定するよう指導をうけております。本会も公益法人化に伴い、平成

２５年度から２９年度までの中期経営計画を策定し、計画に沿って経営状況の改善を進めてきたとこ

ろです。本年度で計画の期間が終了することから、平成３０年度から３４年度までの次期中期経営計

画を策定するものです。 

２９ページをお開きください。過去５年間の経営状況と平成２９年度の見込みであります。 

    上段が収入の部、下段が支出の部となっております。収入については、①から⑤の項目が自主財源

として扱えるものでございまして、その合計を経常収益Ｂであらわしております。その他につきまし

ては、補助金等でございまして、それらの合計を経常収益Ａであらわしており、またそれらの合計を

経常収益合計としてあらわしております。 

下段の当期一般正味財産増減額をご覧ください。平成２４年度から平成２８年度までの５年間につ

きましては、５年連続で赤字の状況でございました。公益法人へ移行する際、スポーツ振興事業、ス

ポーツ少年団事業、スポーツ普及・表彰事業の３つの公益事業全てで余剰金が発生しており、この解

消を行った結果でございます。 

一番右の平成２９年度（見込）をご覧ください。見込みではございますが、平成２９年度は２百８

９万３千１円の黒字となる見込みでございます。 

３０ページをご覧ください。先ほどの①～⑤を分析したものでございます。 

①の受取加盟金でございますが、本会加盟団体分担金は平成２年に改定して以来、据え置かれてき

ましたが、公益財団法人へ移行後、毎年度の赤字決算により資産の枯渇が予想されることから、平成

２８年度に分担金の改定を行いました。これにより、平成２９年度から約２００万円の増収入となり

ました。 

②のスポーツ少年団登録料でございます。本県のスポーツ少年団登録者は、平成２６年度まで減少

していましたが、平成２７年度から増加に転じております。平成２９年度は登録数が３年連続の増に

加え、団数も８年ぶりに増加となる見込みであります。 

③受取賛助会員費についてです。賛助会員費については、平成２６年度まで増加を続けていました

が、平成２７年度に初めて前年比マイナスとなりました。平成２８年度は平成２６年度水準に戻って

おり、平成２９年度見込みも同水準であります。 

３１ページをご覧ください。④スポーツ振興協力金については、平成２８年度途中に拠出割合が変

更となりました。このことにより、平成２９年度は前年比較で約１００万円の減額見込みであります。 

次に⑤自動販売機手数料についてでございます。平成２５年度は増加したものの、平成２６年度以

降は利用者数の減により減少しており、平成２９年度も減少の見込みであります。 

 以上５つを合計した経常収益合計は、平成２４年度以降、２００万円台の後半から２１０万円台の前

半で推移しています。平成２９年度は受取加盟金・スポーツ少年団登録料の増加、受取賛助会員費・

スポーツ振興協力金・自動販売機手数料の減少により、前年比約１００万円の増となる見込みであり

ます。 

以上が平成２４年度から２８年度までの状況と２９年度の見込みでございます。 

次に今後の経常収益の目標についてご説明します。 

①～⑤にあります自主財源のありかたをご説明してのご提案とさせていただきます。 

まず、受取加盟金です。平成２８年度に改定し、増額が図られた加盟団体分担金を維持していくと

いうものでございます。 

３２ページをご覧ください。スポーツ少年団登録料についてでございます。本県のスポーツ少年団

登録者は増加傾向にあることから、各事業の魅力向上を図り、団員の加入促進に向けた取り組みを推

進し、毎年度５０名の団員登録数増を目指します。 

受取賛助会費についてです。自主財源の確保に向けた賛助会員の拡充は喫緊の課題ではございます

が、景気の状況を踏まえ、法人は現状維持とし、個人件数の増加を目指すものでございます。 



スポーツ振興協力金につきましては、平成２９年度の額を維持するものでございます。 

自動販売機手数料につきましては、設置台数は維持するものの、利用減が予想されることから、手

数料収入の減を想定しております。 

    ３３ページをお開きください。 

経常収益の合計は、スポーツ少年団登録料・受取賛助会員費の増、受取加盟金・スポーツ振興協力

金の維持、自動販売機手数料の減の結果、毎年度僅かではありますが増加する見込みであります。 

最後に今後５年間の収支の推移について、ご説明いたします。 

収支の推移につきましては、先ほどの２９ページにございました経常収益Ａの過去５年間の平均を

割り出しまして、平成３０年度の数字としております。 

経常収益Ｂにつきましては、その上の経常収益の合計がきております。 

これを合わせたものが一番上にございます経常収益計Ｃとしております。 

経常費用計Ｄにつきましては、過去５年間の経常費用計の平均を割り出した後に、県の嘱託職員人

件費の１２０万円を減じたものを記載させていただいております。 

最終的に収益計Ｃから費用Ｄを引きますと、平成３０年度以降、小額ではございますが、６６万５

千円の黒字となると予想されております。平成２８年度まではやむなく赤字でございましたが、平成

２９年度は黒字に転換するということ、また平成３０年度以降５年間につきましては小額ではござい

ますが黒字が継続されるということでございます。 

このような形で中期経営計画とさせていただきます。ご審議をお願いいたします。 

    櫻井 康弘 常務理事 

     ３１ページの⑥について、２００万円台の後半からとありますが、正しいですか？ 

    佐保 宏二 事務局長 

     ２０００万円の誤りでございます。訂正させていただきます。ありがとうございます。 

《その他質疑応答無し。工藤議長が議案４について理事へ諮ったところ全会一致で承認された。》 

５ その他 

   以下、佐保事務局長の説明。 

 レジュメの２１・２２ページをお開きください。来年度初めの主要行事について、連絡いたします。 

２１ページ６の①、競技力向上委員会関係の強化指定委嘱状交付式は４月１９日（木）１０：００

から大分県医師会館で、開催いたします。 

第１回理事会は、５月１４日（月）１５：００から大分県医師会館で開催いたします。御確認願い

ます。以上でございます。 

工藤議長が理事数名に国民体育大会への意気込みをうかがった。以下、各理事の説明。 

 衛藤 賢 理事 

  軟式野球連盟のほうから説明させていただきます。 

  一昨年がベスト８、昨年がベスト４という中で、着実に強化の成果が出ていると思っています。

今年もオール大分として福井国体に向けて一致団結しているところです。 

  明るい報告として、先日熊本で行われた九州の主だったチームの集まる大会で大分銀行が優勝し

ました。大分銀行を中心にしながら全県１つで頑張っていきたいと思っています。 



 桑野 桂一郎 理事 

  ボート協会です。 

昨年、選手が最も伸びる６月から１０月まで、大水害の影響で殆どダムが使えないという状況の

なかで、国体は非常に悔しい結果となりました。本年は、ダムの整備も終わり、順調に練習できて

いるところでございます。 

また、成年女子のベストメンバーが組めそうですので、そこを中心とした強化を行っていきたい

と考えております。以上です。 

    大場 俊二 常務理事 

     サッカー協会です。よろしくお願いいたします。 

     ８倍競技ということで期待されてはいますが、新潟国体以来ポイントを獲得しておりませんで、

非常に恐縮でございます。 

     成年に関してですが、今年はヴェルスパ大分の監督に日本サッカー協会の強化部の育成部門のト

ップでありました、須藤茂光氏が来ていただけることになりました。もうリーグは始まっているの

ですが、生憎優勝候補の２チームと当たりまして、２連敗となっておりますが内容は良いものにな

ってきております。 

     少年男子に関しましても、競技力の高いチームが全国に分散しておりまして九州ブロックを通過

することが非常に難しい状況になっております。そんななか医科学サポートには特に力を入れてお

りまして、年代別にトレーナーをつけて、若いうちから食育・コンディショニングをさせておりま

す。夏の国体では是非勝ち抜いてくれると思っております。 

     女子に関しましては、以前は鹿児島・福岡の二強であったのが、各県強化が進んできておりまし

て力をつけてきております。非常に厳しい戦いになると思います。日本サッカー協会の方針として、

４から５年後に少年女子のカテゴリーを作るということがほぼ決定しております。早く手を打たな

いと乗り遅れることになります。中学校の部活や地域スポーツクラブに少年女子のチームやクラブ

を作るために、外部指導員を養成して色んなところに配置できるようにしていきたいと考えており

ます。 

個人的には、女子は本国体出場、少年はベスト８、成年は優勝が目指せる力があると思いますの

で、頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。以上です。 

蓑田 智通 常務理事 

 高体連です。 

 まず始めに、来年度の強化指定に数多くの高校を指定していただき、ありがとうございます。各

学校も励みになると思います。事務局としても、県体育協会と体育保健課の競技力向上対策班と連

携させていただきながら、競技力向上に取り組んでいきたいと考えております。 

 まず声に出すことが大事だと思い、各会議では私のほうから説明させていただきたいと思います

し、まず学校長がそのような意識を持つことが何より大事だと思いますので、校長の会議の中でも

説明させていただきたいと思います。 

 高体連も、天皇杯順位１０位台に全面的に協力させていただきたいと考えております。以上です。 

《その他連絡事項等なし》 

６ 閉会のことば  伊藤総務部長が閉会のことばを述べた。 



平成３０年３月２０日 

副会長  工 藤 利 明 

   副会長  麻 生 益 直 

監 事  鍵 矢 栄 典 

監 事  工 藤 哲 郎 

監 事  矢 部 正 秋


